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　【　2017男子世界選手権　】

試　合　結　果　報　告 1 月 19 日 （ 木 ）

2017年1月11日～1月29日　　　　　　　開催国　・　都市　フランス・ナント

ＪＡＰＡＮ ＶＳ NORWAY

14 前半 19

9 後半 19

第一延長

第二延長

23 合計 38

個人得点

名　　前 合　　計
第２５回男子世界選手権フランス大会予選グループ最終戦の５
戦目は、ノルウェーとの対戦。スタートの日本の布陣は、左サイド
小塩、右サイド元木、左４５’信太、右４５’徳田、センター東江、ピ
ヴォット加藤、DFは東江に替わり成田、GKは木村でノルウェーに
挑む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この
試合、日本は、攻撃でのミスの後のノルウェーの速攻を警戒して
いたが、前半立ち上がりから２本の速攻、またポストシュートで連
続得点を奪われ０－３とスタートからノルウェーペースで試合が進
む。日本もようやく、６分過ぎ徳田がミドルシュートを決めるも、ノ
ルウェーの素早いクイックスタートですかさず得点を奪われる。そ
の後も、ノルウェーは日本のシュートミスからの速攻を中心に攻
撃を組み立て、前半１３分１３秒、４－８となったところで日本はタ
イムアウトを要求、タイムアウト後、日本はリズムを変えるため、
攻撃で銘苅、植垣、ピヴォットに玉川を投入し攻撃を組み立てな
おすが、勢いのあるノルウェーに傾いた流れを戻すことができ
ず、タイムアウト後も連続得点を奪われ、１６分には、５－１２と７
点差となる。こ流れを引き戻すため日本は７人攻撃を仕掛け、東
江、玉川、小塩の連続得点で２０分には８－１２と４点差まで詰め
る。日本も攻撃でリズムをとり、植垣のミドル、成田の２次速攻か
らのロング、玉川のポストシュートと得点を重ねたところで、ノル
ウェーもタイムアウトを要求、タイムアウト後、再び、ノルウェーに
速攻を許すが、日本も終盤、元木、銘苅の連続速攻で、前半を１
４－１９の５点差で折り返す。後半立ち上がり、日本はチャンスこ
そあるものの、ノルウェーGKにことごとく阻まれ攻撃でリズムに
乗れない。なんとか植垣のミドル、高智のミドルで対抗するが、後
半の１０分以降、ノルウェーの怒涛の攻撃に耐えきれず連続７失
点をし、１８－３０と勝負がついてしまう。残りの１０分、日本は徳
田、土井、玉川、東江、銘苅と得点を奪うが、後半終盤での連続
失点を縮めることができず、２３－３８の１５点差で試合は終了す
る。ノルウェーの得点の５割以上が速攻、または速攻からの展開
による得点で、本来、日本が得意とする素早い動きだが、１次速
攻、その後の２次速攻ともに日本よりレベルの高いものであっ
た。
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小塩 1

信太 0

元木 4

玉川 3

東江 2

成田 1

銘苅 3

田中茂
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合計 23
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